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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
登
山
者
の
山
の
冒
険

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
６
１
５
５
Ｋ

【
作
者
名
】

　
タ
イ
ト
ル

【
あ
ら
す
じ
】

　
登
山
者
が
、
登
っ
て
い
く
山
の
物
語
。
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プ
ロ
ロ
ー
グ
　
登
山
者
・
ル
ー
ト

あ
る
、
一
人
の
登
山
者
が
い
た
。
名
前
は
、
ル
ー
ト
・
ル
ー
ト
だ
。
今
年
も
、

無
事
に
、
登
山
制
覇
で
き
る
か
！

つ
い
に
、
登
山
が
始
ま
る
！

あ
る
日
、
ル
ー
ト
は
、
登
山
の
準
備
を
し
て
い
た
。

持
ち
物
は
、
登
山
棒
、
リ
ュ
ッ
ク
、
食
料
１
年
分
、
酸
素
ボ
ン
ぺ
、
水
１
年
分
、

防
寒
服
装
、
カ
メ
ラ
、
ア
ル
バ
ム

こ
の
八
つ
で
、
登
山
準
備
が
完
了
し
た
。

ル
ー
ト
「
よ
し
、
完
了
だ
！
」

ル
ー
ト
は
、
早
速
、
最
初
の
山
、
高
尾
山
へ
行
く
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
あ
い
に
く
の
雨
。

で
も
、
ル
ー
ト
は
命
知
ら
ず
で
行
く
の
で
あ
っ
た
。

続
く
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第
１
話
　
高
尾
山
！
雨
の
中
で
の
悪
戦
苦
闘
！
（
前
書
き
）

ル
ー
ト
「
い
で
ー
！
雨
か
Ｙ
Ｏ
！
」

ス
テ
ー
タ
ス
：
ル
ー
ト

Ｈ
Ｐ
　
１
０
／
１
０

Ｐ
Ｐ
　
１
０
／
１
０

Ｍ
Ｐ
　
５
／
５
　

攻
撃
　
１
２

防
御
　
２
０

魔
法
攻
撃
　
１
５

魔
法
防
御
　
５
０

運
　
１
０
０

素
早
さ
　
４
５

ル
ー
ト
「
こ
れ
が
、
現
在
の
ス
テ
ー
タ
ス
か
。
」

ル
ー
ト
は
う
な
ず
い
た
。
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第
１
話
　
高
尾
山
！
雨
の
中
で
の
悪
戦
苦
闘
！

こ
こ
は
、
東
京
都
八
王
子
市
に
あ
る
、
高
尾
山
に
、
ル
ー
ト
は
登
山
す
る
。

ル
ー
ト
「
あ
ー
あ
、
登
山
な
ん
て
大
変
だ
な
ー
。
」

ル
ー
ト
は
、
確
か
に
大
変
そ
う
に
し
て
い
る
。
だ
が
、
登
山
制
覇
が
、
ル
ー
ト

の
目
的
だ
。

ル
ー
ト
「
酸
素
ボ
ン
ぺ
を
使
お
う
！
」

ル
ー
ト
は
、
酸
素
ボ
ン
ぺ
を
使
っ
た
！

ル
ー
ト
「
な
ん
だ
か
、
楽
に
な
っ
て
き
た
ぞ
！
」

ル
ー
ト
「
敵
だ
！
」

バ
ト
ル
ス
タ
ー
ト
！

ル
ー
ト
　
Ｈ
Ｐ
　
１
０
／
１
０
　
Ｍ
Ｐ
　
５
／
５
　
Ｐ
Ｐ
　
１
０
／
１
０

ク
ラ
ゲ
　
Ｈ
Ｐ
　
１
０
／
１
０

ル
ー
ト
「
パ
ー
ン
チ
！
」

ド
ス
ー
ン
！

ク
ラ
ゲ
は
、
ふ
っ
と
ん
だ
！

ル
ー
ト
「
や
っ
た
－
！
」

ル
ー
ト
は
、
３
０
経
験
値
を
も
ら
っ
た
！

ル
ー
ト
「
大
変
だ
な
ー
！
」

Ａ
Ｍ
　
１
１
：
３
０

ル
ー
ト
「
そ
ろ
そ
ろ
食
事
に
し
よ
う
！
」

も
ぐ
も
ぐ
も
ぐ

ル
ー
ト
「
う
ん
め
ー
！
」

ル
ー
ト
「
病
み
付
き
に
な
る
し
！
」

そ
し
て
、
食
事
が
終
わ
っ
た
。

Ｐ
Ｍ
　
０
：
１
０

ル
ー
ト
は
、
や
っ
と
の
こ
と
で
、
２
合
目
に
付
い
た
。
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ル
ー
ト
「
は
っ
、
は
っ
。
」

ル
ー
ト
「
休
憩
し
よ
う
！
」

し
か
も
、
ル
ー
ト
は
寝
て
し
ま
っ
た
。

Ｚ
ｚ
ｚ

Ｐ
Ｍ
　
２
：
０
０

吹
雪
が
吹
い
た
。

風
速
は
、
な
ん
と
、
２
３
ｍ
！
こ
の
ま
ま
で
は
、
ル
ー
ト
が
危
な
い
！

ル
ー
ト
「
行
か
せ
て
く
だ
さ
い
！
」

警
備
員
「
だ
め
で
す
！
」

こ
れ
が
、
な
ん
と
１
億
回
も
続
い
た
。

Ｐ
Ｍ
　
３
：
０
０

ル
ー
ト
「
風
が
、
お
さ
ま
っ
た
か
。
」

ル
ー
ト
は
、
山
を
、
登
り
続
け
た
。

な
ぜ
な
ら
、
全
世
界
の
山
を
制
覇
す
る
た
め
に
。
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第
１
話
　
高
尾
山
！
雨
の
中
で
の
悪
戦
苦
闘
！
（
後
書
き
）

第
１
話
は
、
い
い
で
す
ね
。

こ
の
作
品
は
、
山
を
登
る
物
語
で
、
山
の
厳
し
さ
を
教
え
て
く
れ
る
と
思
い
ま

す
。
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第
２
話
　
３
合
目
で
の
殺
人
事
件
！

ル
ー
ト
「
あ
ー
あ
、
つ
か
れ
た
ぞ
。
」

ル
ー
ト
は
、
３
合
目
に
付
い
た
。

登
山
者
「
き
ゃ
ー
！
殺
人
だ
ー
！
」

ル
ー
ト
「
何
だ
？
殺
人
？
」

よ
く
見
る
と
、
男
が
倒
れ
て
い
る
！

ル
ー
ト
「
包
丁
で
刺
さ
れ
た
あ
と
が
あ
る
！
」

ル
ー
ト
は
、
直
ち
に
１
１
０
番
通
報
し
た
。

ル
ー
ト
は
、
警
察
官
と
話
し
た
。

ル
ー
ト
「
高
尾
山
の
３
合
目
で
、
殺
人
事
件
発
生
！
殺
さ
れ
た
男
は
、
身
長
１

７
５
～
２
０
０
ｃ
ｍ
の
大
柄
で
、
年
齢
３
５
歳
　
包
丁
で
刺
さ
れ
ま
し
た
。
直

ち
に
病
院
へ
運
ん
で
く
だ
さ
い
。
」

警
察
官
「
は
い
、
分
か
り
ま
し
た
。
」

ウ
イ
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ン

サ
イ
レ
ン
の
音
が
鳴
っ
た
。

Ｐ
Ｍ
　
４
：
０
０

（
？
？
？
）

５
０
０

４
９
９

４
９
８

４
９
７

４
９
６

４
９
５

４
９
４

４
９
３

４
９
２

４
９
１

４
９
０
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４
８
９

４
８
８

４
８
７

４
８
６

４
８
５

４
８
４

４
８
３

４
８
２

４
８
１

４
８
０

カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
が
始
ま
っ
た
。

ル
ー
ト
「
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
が
始
ま
っ
た
ら
し
い
。
」

登
山
者
「
え
？
う
わ
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
！
！
！

！
！
」

が
ら
ん
が
ら
ん
！

ル
ー
ト
「
山
が
沈
ん
で
い
る
！
」

ご
ご
ご
ご
ご
お
ご
ご
ご
！

水
面
の
高
さ
が
、
５
ｍ
に
な
っ
た
。

町
で
は
・
・
・

き
ゃ
ー
！

う
わ
ー
！

だ
お
！

う
わ
ー
ー
ー
ー
！

ぎ
ゃ
が
や
が
や
ー
ー
ー
！

だ
だ
だ
！

ル
ー
ト
「
や
べ
、
町
の
家
が
沈
ん
だ
ぞ
！
」

水
面
爆
発
が
起
こ
っ
た
！

バ
カ
ー
ン
！

ル
ー
ト
「
や
べ
！
ど
う
な
っ
て
ん
だ
Ｙ
Ｏ
！
」

ル
ー
ト
「
Ｇ
Ｙ
Ａ
－
－
－
－
－
！
」
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ル
ー
ト
は
悲
鳴
を
出
し
た
！

（
ル
ー
ト
の
嗚
咽
）

例
の
嗚
咽
が
１
７
分
も
続
い
た
。

ル
ー
ト
「
ど
う
す
る
ん
だ
よ
ー
！
！
！
！
」

ル
ー
ト
は
、
た
だ
、
助
け
を
呼
ぶ
だ
け
だ
っ
た
。
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第
３
話
　
ボ
ス
登
場
！
　
Ｖ
Ｓ
　
ク
ジ
ラ
！

４
７
９

４
７
８

４
７
７

４
７
６

４
７
５

４
７
４

４
７
３

４
７
２

４
７
１

４
７
０

一
方
、
ル
ー
ト
は
、
悲
鳴
を
上
げ
て
い
た
。

ル
ー
ト
「
助
け
て
ー
！
」

助
け
て
ー
！

山
び
こ
が
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
男
が
倒
れ
て
い
た
。

水
面
が
、
１
０
０
ｍ
に
な
っ
た
。

４
６
９

４
６
８

４
６
７

４
６
６

４
６
５

４
６
４

４
６
３

４
６
２

４
６
１

４
６
０

４
５
９
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４
５
８

４
５
７

４
５
６

４
５
５

４
５
４

４
５
３

４
５
２

４
５
１

４
５
０

４
４
９

４
４
８

４
４
７

４
４
６

４
４
５

４
４
４

４
４
３

４
４
２

４
４
１

４
４
０

４
３
９

４
３
８

４
３
７

４
３
６

４
３
５

４
３
４

４
３
３

４
３
２

４
３
１

４
３
０

ど
ん
ど
ん
時
間
が
少
な
く
な
っ
て
き
た
。
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ル
ー
ト
「
と
に
か
く
、
逃
げ
る
に
は
、
登
山
す
る
し
か
な
い
！
」

水
面
２
０
０
ｍ

ル
ー
ト
「
５
合
目
に
付
い
た
ぞ
。
」

そ
の
時
…

ガ
オ
ー
！

ル
ー
ト
「
な
ん
だ
！
」

ル
ー
ト
「
…
ク
ジ
ラ
だ
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
！
」

バ
ト
ル
ス
タ
ー
ト
！

ル
ー
ト
　
Ｈ
Ｐ
　
３
０
／
３
０

ク
ジ
ラ
　
Ｈ
Ｐ
　
１
０
０
／
１
０
０

ル
ー
ト
の
攻
撃
！

ル
ー
ト
「
パ
ン
チ
！
」

ば
ば
ば
ば
！

ク
ジ
ラ
に
、
２
３
ダ
メ
ー
ジ
！

ク
ジ
ラ
　
Ｈ
Ｐ
　
７
７
／
１
０
０

ク
ジ
ラ
の
攻
撃
！

ざ
ぶ
ん
！

ル
ー
ト
に
、
１
５
ダ
メ
ー
ジ
！

ル
ー
ト
　
Ｈ
Ｐ
　
１
５
／
３
０

ル
ー
ト
の
攻
撃
！

ル
ー
ト
「
ミ
ラ
ク
ル
ハ
ン
マ
ー
！
」

１
コ
ン
ボ
！
　
１
０
ダ
メ
ー
ジ
！

２
コ
ン
ボ
！
　
２
０
ダ
メ
ー
ジ
！

３
コ
ン
ボ
！
　
２
０
ダ
メ
ー
ジ
！

４
コ
ン
ボ
！
　
１
０
ダ
メ
ー
ジ
！

５
コ
ン
ボ
！
　
１
０
ダ
メ
ー
ジ
！

６
コ
ン
ボ
！
　
１
０
ダ
メ
ー
ジ
！

合
計
８
０
ダ
メ
ー
ジ
！

ク
ジ
ラ
　
Ｈ
Ｐ
　
０
／
１
０
０
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ク
ジ
ラ
は
、
倒
れ
た
！

ル
ー
ト
は
、
勝
っ
た
！

ル
ー
ト
　
Ｈ
Ｐ
３
０
⇒
１
３
０

ル
ー
ト
「
逃
げ
る
ぞ
！
」

水
面
４
０
０
ｍ

ル
ー
ト
「
頂
上
だ
！
」

ご
ご
ご
ご
ご
ご
！

ル
ー
ト
「
な
ん
だ
？
」

ウ
イ
イ
イ
イ
ー
ー
ー
ー
ー
ン
！

ル
ー
ト
「
ド
リ
ル
が
出
て
き
た
ぞ
！
」

ル
ー
ト
「
ぐ
わ
ー
ー
ー
ー
ー
！
」

続
く
。
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第
３
話
　
ボ
ス
登
場
！
　
Ｖ
Ｓ
　
ク
ジ
ラ
！
（
後
書
き
）

ル
ー
ト
「
な
ん
で
、
こ
う
な
ん
だ
よ
！
」
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第
４
話
　
高
尾
山
噴
火
！

ウ
イ
ー
ン
！

ル
ー
ト
「
な
ん
な
ん
だ
！
」

ど
か
ー
ー
ん
！

ル
ー
ト
「
う
わ
ー
！
」

高
尾
山
が
噴
火
し
た
！

バ
カ
ー
ン
！

ど
か
ー
ん
！

ご
か
ー
ん
！

ご
ご
ご
ご
お
ご
ご
ご
ご
ご
ご
ご
ご
！

ル
ー
ト
「
噴
火
し
た
か
。
」

ぴ
ゅ
ー
！

ど
か
ー
ん
！

隕
石
が
落
ち
て
き
た
！

町
で
は
・
・
・

ぎ
ゃ
ー
！

ぎ
ゃ
ー
！

「
ぎ
ゃ
ー
！
」
が
、
１
兆
回
も
続
い
た
。

ル
ー
ト
「
な
ん
だ
な
ん
だ
！
」

さ
ら
に
、
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
氏
が
集
ま
っ
た
。

Ａ
氏
「
あ
、
住
民
が
死
ん
で
い
る
。
戻
ろ
う
！
」

Ｂ
，
Ｃ
氏
「
は
ー
い
！
」

ル
ー
ト
「
待
て
ゴ
ル
あ
！
」

ど
す
ー
ん
！

ル
ー
ト
「
い
て
ー
！
」

続
く



16

　
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

登山者の山の冒険
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
発
足
に
あ
た
っ
て
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